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(57)【要約】
【課題】長期に亘る使用によっても２種類のカード型電
子部品の挿入が困難になりにくいコネクタを提供する。
【解決手段】第１のメモリカード２０１が挿入される第
１の凹部１１の底面１１ａに第２のメモリカード２０２
が挿入される第２の凹部１２を形成する。これにより、
第２のメモリカード２０２をカード挿入方向ＤＩへガイ
ドするガイド面１２ｂを形成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のカード型電子部品が挿入される第１の凹部と、前記第１の凹部の底面に形成され
、前記第１のカード型電子部品よりも幅が小さい第２のカード型電子部品が挿入される第
２の凹部とを有するハウジングと、
　前記第１の凹部に挿入された前記第１のカード型電子部品の前記ハウジングの高さ方向
への移動を規制し、前記第２の凹部に挿入された前記第２のカード型電子部品の前記ハウ
ジングの高さ方向への移動を規制し、前記第１の凹部への前記第１のカード型電子部品の
挿入を許容し、前記第１の凹部への前記第２のカード型電子部品の挿入を阻止するカード
選別手段とを備え、
　前記第１の凹部が、前記第１のカード型電子部品をカード挿入方向へガイドするガイド
面を有し、
　前記第２の凹部が、前記第２のカード型電子部品を前記カード挿入方向へガイドするガ
イド面を有している
　ことを特徴とするコネクタ。
【請求項２】
　前記カード選別手段が、
　前記第１の凹部を覆うように前記ハウジングに装着されたカバー部材と、
　前記カバー部材に形成された窓を通じて前記第１の凹部に突出し、前記第２の凹部に挿
入された前記第２のカード型電子部品の上方への動きを阻止するとともに前記第１のカー
ド型電子部品の前記第１の凹部への挿入を阻止する突出部を有し、前記カード挿入方向及
び前記高さ方向へ移動可能に前記カバー部材に装着された可動部材と、
　前記カバー部材に対して前記可動部材が前記カード挿入方向へ移動したとき、前記可動
部材をカード排出方向へ付勢する付勢部材と、
　前記カバー部材と前記可動部材とを連結し、前記第１のカード型電子部品の先端部が前
記第１の凹部に挿入されたとき前記カバー部材と前記可動部材との連結が解除されて前記
可動部材の移動を可能にする連結手段と、
　前記カバー部材と前記可動部材との連結が解除されて前記第１のカード型電子部品が前
記突出部に突き当たり、前記可動部材が前記第１のカード型電子部品とともに前記カード
挿入方向へ移動するとき、前記可動部材の前記カード挿入方向の動きを上方への動きに変
換して、前記可動部材を上方へ移動させる運動変換手段と
　で構成されていることを特徴とする請求項１記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記連結手段が、前記可動部材に形成され、前記第１の凹部へ突出するように折れ曲が
るロックばね部と、前記カバー部材に形成され、前記ロックばね部の先端部に形成された
鉤部と係合可能な孔部とを有し、
　前記付勢部材の付勢力に抗して前記第１のカード型電子部品の先端部が前記第１の凹部
に挿入されたとき、前記ロックばね部の鉤部と前記孔部との係合が解除されて、前記カバ
ー部材と前記可動部材との連結が解除され、
　前記第１のカード型電子部品が前記第１の凹部から排出されるとき、前記付勢部材の付
勢力によって前記可動部材が前記第１のカード型電子部品を挿入する前の位置にもどり、
前記ロックばね部の鉤部と前記孔部とが係合して、前記カバー部材と前記可動部材とが連
結される
　ことを特徴とする請求項２記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記運動変換手段が、前記カバー部材の両側面部にそれぞれ形成された突起部と、前記
可動部材の両側面部にそれぞれ形成され、前記可動部材が移動するとき前記突起部が相対
摺動するカム孔部とで構成される
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載のコネクタ。
【請求項５】
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　前記運動変換手段が、前記カバー部材の両側面部にそれぞれ形成されたカム孔部と、前
記可動部材の両側面部にそれぞれ形成され、前記可動部材が移動するとき前記カム孔部を
相対摺動する突起部とで構成される
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載のコネクタ。
【請求項６】
　前記第１の凹部の底面に前記第１のカード型電子部品に接触する第１の接触部が配置さ
れ、
　前記第２の凹部の底面に前記第２のカード型電子部品に接触する第２の接触部が前記第
１の接触部の前方に配置されている
　前記第２の接触部の高さ寸法の値が前記第２の凹部の深さ寸法の値よりも小さい
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はコネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、幅や長さの異なる２種類のメモリーカードを使用できるカードコネクタが知られ
ている（下記特許文献１参照）。
【０００３】
　図２４～図２９に示すように、ハウジング３は、合成樹脂などの絶縁材料からなり底板
１ａ及び左右側壁１ｂ，１ｃ、後壁部１ｄを有する絶縁性のボディ１と板金製で天板２ａ
及び左右側板２ｂ，２ｃを有する導電性のカバー２とで構成される。ハウジング３の前面
は開口され、ハウジング３には第１のカード１００と第２のカード２００とが挿入可能な
スロット（カード挿入空間）４が形成されている。
【０００４】
　ハウジング３内にはカードセレクタ７が収容されている。カードセレクタ７はスロット
４に挿入されたカードがいずれのカードかを選別し、第１のカード１００をスロット４の
下方へ、第２のカード２００をスロット４の上方へ振り分けるための部材である。
【０００５】
　カードセレクタ７は薄板金属を打抜き加工及び曲げ加工することによって形成される。
カードセレクタ７は上部カード挿入口形成板部７２と導入ガイド部７３と突片部７４ａ，
７４ｂと押上げガイド部７５ａ，７５ｂとを一体に有する。更に、カードセレクタ７はセ
レクタ軸７６を有する。上部カード挿入口形成板部７２の両端部にはＬ字形の脚部７１ａ
，７１ｂが形成されている。脚部７１ａ，７１ｂの間隔は第１のカード１００の横幅より
も広い。導入ガイド部７３は上部カード挿入口形成板部７２の前端に連なっている。導入
ガイド部７３は前下がりに傾斜している。突片部７４ａ，７４ｂはそれぞれ脚部７１ａ，
７１ｂの下端片から互いに近づく方向へ突出している。突片部７４ａ，７４ｂの間隔は第
１のカード１００の横幅よりも少し狭い。押上げガイド部７５ａ，７５ｂはそれぞれ突片
部７４ａ，７４ｂの前端に連なり、カード挿入方向に沿って延びており、前上がりに傾斜
している。
【０００６】
　上部カード挿入口形成板部７２の両端部の後端には上軸押え部７９ａ，７９ｂが連なる
。脚部７１ａ，７１ｂの下端片の後端には軸受け部７７ａ，７７ｂが連なる。
【０００７】
　セレクタ軸７６は軸受け部７７ａ，７７ｂと上軸押え部７９ａ，７９ｂとで挟まれてい
る。また、セレクタ軸７６の両端部はボディ１の左側壁１ｂと右側壁１ｃとにそれぞれ形
成されたガイド溝３３ａ，３３ｂに挿入されている。これにより、セレクタ軸７６はボデ
ィ１の幅方向と平行な状態で上下動できる。更に、セレクタ軸７６はカバー２の天板２ａ
に形成された左右の板状バネ部１０ａ，１０ｂによって下方へ付勢され、初期位置に戻る
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。
【０００８】
　第１のカード１００をスロット４に挿入すると、押上げガイド部７５ａ，７５ｂが第１
のカード１００の先端部によって押し上げられ、上部カード挿入口形成板部７２や導入ガ
イド部７３が上方へ移動し、第１のカード１００を挿入可能な下部カード挿入口３６が形
成される。したがって、第１のカード１００を更に奥側へ挿入することができる。
【０００９】
　第２のカード２００をスロット４に挿入すると、第２のカード２００は押上げガイド部
７５ａ，７５ｂに接触しないので、セレクタ軸７６は初期位置から動かず、第２のカード
２００はセレクタ軸７６の前方にある導入ガイド部７３に乗り上げ、第２のカード２００
はスロット４の上部へと案内される。したがって、第２のカード２００を更に奥側へ挿入
することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特許第４２０４５２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　スロット４に挿入された第２のカード２００の先端部が上部カード挿入口形成板部７２
の上方の位置に達したとき、なんらかの原因で第２のカード２００が傾くと、第２のカー
ド２００の先端部によって上部カード挿入口形成板部７２が変形するおそれがある。
【００１２】
　そして、コネクタの長期の使用により上部カード挿入口形成板部７２の変形が大きくな
るとカード１００，２００の振り分けの機能が低下し、カード１００，２００の挿入が困
難になるおそれがある。
【００１３】
　この発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、その課題は長期に亘る使用によっ
ても２種類のカード型電子部品の挿入が困難になりにくいコネクタを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述の課題を解決するため請求項１記載の発明のコネクタは、第１のカード型電子部品
が挿入される第１の凹部と、前記第１の凹部の底面に形成され、前記第１のカード型電子
部品よりも幅が小さい第２のカード型電子部品が挿入される第２の凹部とを有するハウジ
ングと、前記第１の凹部に挿入された前記第１のカード型電子部品の前記ハウジングの高
さ方向への移動を規制し、前記第２の凹部に挿入された前記第２のカード型電子部品の前
記ハウジングの高さ方向への移動を規制し、前記第１の凹部への前記第１のカード型電子
部品の挿入を許容し、前記第１の凹部への前記第２のカード型電子部品の挿入を阻止する
カード選別手段とを備え、前記第１の凹部が、前記第１のカード型電子部品をカード挿入
方向へガイドするガイド面を有し、前記第２の凹部が、前記第２のカード型電子部品をカ
ード挿入方向へガイドするガイド面を有していることを特徴とする。
【００１５】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載のコネクタにおいて、前記カード選別手段が、前
記第１の凹部を覆うように前記ハウジングに装着されたカバー部材と、前記カバー部材に
形成された窓を通じて前記第１の凹部に突出し、前記第２の凹部に挿入された前記第２の
カード型電子部品の上方への動きを阻止するとともに前記第１のカード型電子部品の前記
第１の凹部への挿入を阻止する突出部を有し、前記カード挿入方向及び前記高さ方向へ移
動可能に前記カバー部材に装着された可動部材と、前記カバー部材に対して前記可動部材
が前記カード挿入方向へ移動したとき、前記可動部材をカード排出方向へ付勢する付勢部
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材と、前記カバー部材と前記可動部材とを連結し、前記第１のカード型電子部品の先端部
が前記第１の凹部に挿入されたとき前記カバー部材と前記可動部材との連結が解除されて
前記可動部材の移動を可能にする連結手段と、前記カバー部材と前記可動部材との連結が
解除されて前記第１のカード型電子部品が前記突出部に突き当たり、前記可動部材が前記
第１のカード型電子部品とともに前記カード挿入方向へ移動するとき、前記可動部材の前
記カード挿入方向の動きを上方への動きに変換して、前記可動部材を上方へ移動させる運
動変換手段とで構成されていることを特徴とする。
【００１６】
　請求項３記載の発明は、請求項２記載のコネクタにおいて、前記連結手段が、前記可動
部材に形成され、前記第１の凹部へ突出するように折れ曲がるロックばね部と、前記カバ
ー部材に形成され、前記ロックばね部の先端部に形成された鉤部と係合可能な孔部とを有
し、前記付勢部材の付勢力に抗して前記第１のカード型電子部品の先端部が前記第１の凹
部に挿入されたとき、前記ロックばね部の鉤部と前記孔部との係合が解除されて、前記カ
バー部材と前記可動部材との連結が解除され、前記第１のカード型電子部品が前記第１の
凹部から排出されるとき、前記付勢部材の付勢力によって前記可動部材が前記第１のカー
ド型電子部品を挿入する前の位置にもどり、前記ロックばね部の鉤部と前記孔部とが係合
して、前記カバー部材と前記可動部材とが連結されることを特徴とする。
【００１７】
　請求項４記載の発明は、請求項１～３のいずれか１項記載のコネクタにおいて、前記運
動変換手段が、前記カバー部材の両側面部にそれぞれ形成された突起部と、前記可動部材
の両側面部にそれぞれ形成され、前記可動部材が移動するとき前記突起部が相対摺動する
カム孔部とで構成されることを特徴とする。
【００１８】
　請求項５記載の発明は、請求項１～３のいずれか１項記載のコネクタにおいて、前記運
動変換手段が、前記カバー部材の両側面部にそれぞれ形成されたカム孔と、前記可動部材
の両側面部にそれぞれ形成され、前記可動部材が移動するとき前記カム孔部を相対摺動す
る突起部とで構成されることを特徴とする。
【００１９】
　請求項６記載の発明は、請求項１～５のいずれか１項記載のコネクタにおいて、前記第
１の凹部の底面に前記第１のカード型電子部品の端子部に接触する第１の端子部が配置さ
れ、前記第２の凹部の底面に前記第２のカード型電子部品の端子部に接触する第２の端子
部が前記第１の端子部の前方に配置されている前記第２の端子部の高さ寸法の値が前記第
２の凹部の深さ寸法の値よりも小さいことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　この発明によれば、長期に亘る使用によっても２種類のカード型電子部品の挿入が困難
になりにくいコネクタを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】図１はこの発明の一実施形態に係るコネクタの斜視図である。
【図２】図２は図１に示すコネクタの分解斜視図である。
【図３】図３は図１に示すコネクタの平面図である。
【図４】図４は図１に示すコネクタの正面図である。
【図５】図５は図１に示すコネクタに第１のメモリカードを挿入した状態を示す正面図で
ある。
【図６】図６は図１に示すコネクタに第２のメモリカードを挿入した状態を示す正面図で
ある。
【図７】図７は図１に示すコネクタを切断した状態を示す斜視図である。
【図８】図８は図１の部分拡大図である。
【図９】図９は図４の部分拡大図である。
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【図１０】図１０は図１に示すコネクタの第１の凹部に第１のメモリカードを挿入する途
中の状態を正面から見たときの部分拡大図である。
【図１１】図１１は図１の部分拡大図である。
【図１２】図１２は図１に示すコネクタのハウジングの平面図である。
【図１３】図１３は図１２に示すコネクタに第１のメモリカードを挿入した状態を示す平
面図である。
【図１４】図１４は図１２に示すコネクタに第２のメモリカードを挿入した状態を示す平
面図である。
【図１５】図１５は図１に示すコネクタのイジェクトバーの斜視図である。
【図１６】図１６は図１に示すコネクタのハウジングの斜視図である。
【図１７】図１７は図１６に示すハウジングに組み付けられたイジェクトバーが排出位置
にある状態を示す斜視図である。
【図１８】図１８は図１６に示すハウジングに組み付けられたイジェクトバーが嵌合位置
にある状態を示す斜視図である。
【図１９】図１９は図１に示すコネクタの第１の凹部に第１のメモリカードの先端部を挿
入した状態を示す断面図である。
【図２０】図２０は図１に示すコネクタの突出部に第１のメモリカードの先端部が突き当
たった状態を示す断面図である。
【図２１】図２１は図２０に示すコネクタの側面図である。
【図２２】図２２は図１に示すコネクタの可動部材が上昇した状態を示す断面図である。
【図２３】図２３は図２２に示すコネクタの側面図である。
【図２４】従来のカードコネクタの外観斜視図である。
【図２５】同カードコネクタのカバーを取り外した状態の外観斜視図である。
【図２６】セレクタ軸付きのカードセレクタの外観図であり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は
平面図、（ｃ）は正面図、（ｄ）は右側面図である。
【図２７】セレクタ軸付きカードセレクト機構部の平面説明図である。
【図２８】同セレクタ軸付きカードセレクト機構部の側面説明図であり、（ａ）は第２の
カードの挿入状態を示し、（ｂ）は第１のカードの挿入状態を示す図である。
【図２９】同セレクタ軸付きカードセレクト機構部の正面説明図であり、（ａ）は第２の
カードの挿入状態を示し、（ｂ）は第１のカードの挿入状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、この発明の実施の形態を図１～図２３に基づいて説明する。
【００２３】
　図１～図４に示すように、コネクタ１００はハウジング１とカード選別手段３とを備え
る。
【００２４】
　コネクタ１００は図示しないプリント基板に実装される。コネクタ１００は、第１のメ
モリカード（第１のカード型電子部品）２０１（図１３参照）又は第２のメモリカード（
第２のカード型電子部品）２０２（図１４参照）とプリント基板とを電気的に接続する。
第２のメモリカード２０２の厚さは第１のカード２０１の厚さとほぼ同じであるが、第２
のメモリカード２０２の幅は第１のカード２０１の幅よりも狭く、第２のメモリカード２
０２の長さは第１のカード２０１の長さよりも短い。第１のメモリカード２０１としては
例えばＳＤカードがあり、第２のメモリカード２０２としては例えばｔｈｉｎカードがあ
る。
【００２５】
　ハウジング１は合成樹脂製であり、ほぼ矩形の板状である。ハウジング１は第１の凹部
１１と第２の凹部１２とを有する。第１の凹部１１には第１のメモリカード２０１が挿入
される（図５参照）。第１の凹部１１は底面１１ａと一対のガイド面１１ｂとを有する。
底面１１ａは第１のメモリカード２０１の下面を支持する。ガイド面１１ｂは、第１のメ
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モリカード２０１をカード挿入方向ＤＩへ案内可能なように、所定のすき間を介入して第
１のメモリカード２０１の側面とハウジング１の幅方向ＤＷで対向する。第１の凹部１１
の深さ寸法の値は第１のメモリカード２０１の高さ寸法の値よりも少し大きい。
【００２６】
　第２の凹部１２は第１の凹部１１の底面１１ａに形成されている。第２の凹部１２には
第２のメモリカード２０２が挿入される（図６参照）。第２の凹部１２は底面１２ａと一
対のガイド面１２ｂとを有する。底面１２ａは第２のメモリカード２０２の底面を支持す
る。ガイド面１２ｂは、第２のメモリカード２０２をカード挿入方向ＤＩへ案内可能なよ
うに、所定のすき間を介して第２のメモリカード２０２の側面とハウジング１の幅方向Ｄ
Ｗで対向する。第２の凹部１２の深さ寸法の値は第２のメモリカード２０２の厚さ寸法の
値よりも小さい。
【００２７】
　カード選別手段３はカバー部材４と可動部材５とコイルばね(付勢部材)６とを備えてい
る。
【００２８】
　カバー部材４は金属薄板に打抜き加工及び曲げ加工を施して形成される。カバー部材４
はハウジング１の第１の凹部１１を覆うようにハウジング１に装着され、固定されている
。カバー部材４の上面部には窓４１が形成されている。また、カバー部材４の上面部の両
端部にはそれぞれ孔部４２と孔部４５とが形成されている。孔部４２と孔部４５は後述す
る突出部５１の前側に位置する。コネクタ１００の前側は図３に向かってコネクタ１００
の下側である。孔部４２と孔部４５とは所定の間隔をおいてカード挿入方向ＤＩへ並ぶ。
カバー部材４の両側面部にはそれぞれ２つの突起部４３が形成されている。２つの突起部
４３は所定の間隔をおいてカード挿入方向ＤＩへ並ぶ。また、カバー部材４の左側面部に
は引掛け部４４が形成されている。コネクタ１００の左側は図３に向かってコネクタ１０
０の右側である。
【００２９】
　可動部材５は金属薄板に打抜き加工及び曲げ加工を施して形成される。可動部材５はカ
ード挿入方向ＤＩ及びハウジング高さ方向ＤＨへ移動可能にカバー部材４に装着され、図
１、図１９に示す第１のメモリカード２０１を挿入する前の初期位置と図２２に示す第１
のメモリカード２０１を挿入した後のカード挿入完了位置との間を移動可能である。可動
部材５の上面部には下方へ突出する突出部５１が形成されている。突出部５１は傾斜面５
１ａを有する（図７参照）。図２、図３、図８、図９、図１１に示すように、可動部材５
の上面部の両端部には１対のロックばね部５２が形成されている。１対のロックばね部５
２は突出部５１の前側に位置する。ロックばね部５２は舌状であり、カード挿入方向ＤＩ
へ延びている。１対のロックばね部５２の間隔は第１のメモリカード２０１の幅よりもや
や狭い。ロックばね部５２は可動部材５の上面部に連なるばね部５２ｃと、ばね部５２ｃ
に連なる接触部５２ｂと、接触部５２ｂに連なる鉤部５２ａとを有する。ロックばね部５
２の先端部に位置する鉤部５２ａは第１の凹部１１へ折れ曲がり、カバー部材４の孔部４
２を通じて第１の凹部１１内に突出する。接触部５２ｂは円弧状であり、下方へ突き出す
ように湾曲し、カバー部材４の孔部４５を通じて第１の凹部１１内に突出する。接触部５
２ｂはハウジング１の左側壁部１４に形成されたキー１４ａの上方に位置する。キー１４
ａはカード挿入方向ＤＩに沿って延び（図１６参照）、キー１４ａは図１０に示すように
、第１のメモリカード２０１の底面部の両端部に形成された切欠き２０１ａに嵌る。
【００３０】
　可動部材５の両側面部にはそれぞれ２つのカム孔部５３が形成されている。カム孔部５
３の長手方向はカード挿入方向ＤＩに対して所定角度傾斜している。カム孔部５３にはカ
バー部材４の突起部４３が相対的に移動可能に挿入されている。可動部材５の左側面部に
は引掛け部５４が形成されている。引掛け部５４とカバー部材４の引掛け部４４とはカー
ド挿入方向ＤＩで所定間隔離れている。
【００３１】
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　コイルばね６の一端部はカバー部材４の引掛け部４４に引っ掛けられ、コイルばね６の
他端部は可動部材５の引掛け部５４に引っ掛けられている。これにより、コイルばね６は
可動部材５が前方へ移動するように可動部材５を付勢し得る。
【００３２】
　カバー部材４の孔部４２，４５と可動部材５のロックばね部５２とで連結手段３１が構
成される。
【００３３】
　カバー部材４の突起部４３と可動部材５のカム孔部５３とで運動変換手段３２が構成さ
れる。
【００３４】
　図１２、図１３、図１４に示すように、ハウジング１にはコンタクト８１，８２，８３
，９１，９２が保持されている。
【００３５】
　コンタクト８１，８２，８３は第の１メモリカード２０１用のコンタクトである。コン
タクト８１，８２は信号用のコンタクトである。コンタクト８３は電源用のコンタクトで
ある。
【００３６】
　コンタクト９１，９２は第２のメモリカード２０２用のコンタクトである。コンタクト
９１，９２の接触部９１ａ，９２ａの高さ寸法の値は第２の凹部１２の深さ寸法の値より
も小さい。コンタクト９１，９２の接触部９１ａ，９２ａはコンタクト８１，８２，８３
の接触部８１ａ，８２ａ，８３ａの前方に位置する。
【００３７】
　図１５～図１８に示すように、イジェクト機構１７はイジェクトバー１７１の一部の形
状が下記のように異なる点を除き図示しないロッド、付勢部材等を有する周知のイジェク
ト機構と同様であるので、周知のイジェクト機構と異なる点だけを説明する。
【００３８】
　イジェクトバー１７１は、第１の凹部１１に挿入されている第１のメモリカード２０１
や第２の凹部１２に挿入されている第２のメモリカード２０２を排出できるように、第１
の突当て部１７１ａと第２の突当て部１７１ｂとを有する。第１の突当て部１７１ａと第
２の突当て部１７１ｂとはカード挿入方向ＤＩで離れている。イジェクトバー１７１はカ
ード挿入方向ＤＩに沿って往復動できるように（図１７、図１８参照）、ハウジング１の
収容部１３（図１６参照）に収容されている。イジェクトバー１７１が収容部１３に収容
された状態で、第１の突当て部１７１ａは第１の凹部１１内に突出し、第２の突当て部１
７１ｂは第２の凹部１２内に突出する。
【００３９】
　次に、コネクタ１００に第１のメモリカード２０１を挿入するときのコネクタ１００の
動作を図１９～図２３に基づいて説明する。
【００４０】
　コネクタ１００に第１のメモリカード２０１及び第２のメモリカード２０２が挿入され
ていないとき、可動部材５のロックばね部５２の鉤部５２ａはカバー部材４の孔部４２と
係合し（図３参照）、可動部材５はカバー部材４に連結された状態にあるから移動できな
い。また、カム孔部５３内の突起部４３は最も低い位置にあるので、可動部材５はカバー
部材４に最も近い位置にある。
【００４１】
　コイルばね６の付勢力に抗して第１のメモリカード２０１の先端部を第１の凹部１１に
挿入すると（図１９参照）、その先端部がロックばね部５２の接触部５２ｂを第１の凹部
１１からはね上げ（図２０、図２１参照）、ロックばね部５２の鉤部５２ａが孔部４２か
ら抜ける。その結果、可動部材５とカバー部材４との係合状態（ロック状態）が解除され
、可動部材５は移動できる状態になる。
【００４２】
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　第１のメモリカード２０１の先端部が可動部材５の突出部５１に突き当たると、可動部
材５は第１のメモリカード２０１に押されて、後方へ移動する。このとき、カム孔部５３
内の突起部４３が相対的に前方へ移動する。カム孔部５３の長手方向はカード挿入方向Ｄ
Ｉに対して傾斜しているので、可動部材５は上方へ移動する。
【００４３】
　可動部材５が上方へ移動すると、突出部５１が第１の凹部１１から上方へ退き、第１の
メモリカード２０１の挿入を妨げるものがなくなり、第１のメモリカード２０１を第１の
凹部１１に挿入することができる。第１のメモリカード２０１の挿入が完了したとき、第
１のメモリカード２０１の先端部は突出部５１の下面と第１の凹部１１の底面１１ａとで
挟まれ、第１のメモリカード２０１の平面的な電極部（図示せず）がコンタクト８１，８
２，８３の接触部８１ａ，８２ａ，８３ａに接触し、第１のメモリカード２０１がプリン
ト基板に電気的に接続される。また、第１のメモリカード２０１が突出部５１の下面と第
１の凹部１１の底面１１ａとに挟まれているとき、可動部材５はコイルばね６によって前
方へ移動しようとするが、そのときに突起部４３が相対的にカム孔部５３内を後退し、可
動部材５を押し下げようとするが、突出部５１の下面が第１のメモリカード２０１の上面
と接触しているので、突出部５１が可動部材５を押し下げられず、その結果、突起部４３
はカム孔部５３の傾斜面につかえて動くことができず、可動部材５は動かない。
【００４４】
　第１のメモリカード２０１を第１の凹部１１に挿入する途中で第１のメモリカード２０
１がなんらかの原因で傾いた場合、下方へ移動しようとする第１のメモリカード２０１の
先端部を第１の凹部１１の底面１１ａが受け止める。上方へ移動しようとする第１のメモ
リカード２０１の先端部をカバー部材４の上面部と可動部材５の上面部とが受け止める。
【００４５】
　第２のメモリカード２０２をコネクタ１００に挿入するには、第２の凹部１２を目掛け
て第２のメモリカード２０２の先端部を第２の凹部１２に挿入すればよい。
【００４６】
　このとき、第２のメモリカード２０２の先端部はロックばね部５２の接触部５２ｂに接
触できないので、可動部材５のカバー部材４に対するロック状態は維持される。
【００４７】
　第２のメモリカード２０２の挿入が完了したとき、第２のメモリカード２０２は突出部
５１の下面とハウジング１の底面１２ａとで挟まれ、第２のメモリカード２０２の平面的
な電極部や立体的な電極部（図示せず）がコンタクト９１，９２の接触部９１ａ，９２ａ
に接触し、第２のメモリカード２０２がプリント基板に電気的に接続される。
【００４８】
　第２のメモリカード２０２を第２の凹部１２に挿入する途中で第２のメモリカード２０
２が傾いた場合、下方へ移動しようとする第２のメモリカード２０２の先端部を第２の凹
部１２の底面１２ａが受け止める。上方へ移動しようとする第２のメモリカード２０２の
先端部をカバー部材４の上面部と可動部材５の上面部とが受け止める。但し、第２のメモ
リカード２０２の先端部が可動部材５の突出部５１に達したときに第２のメモリカード２
０２が傾いていた場合には、第２のメモリカード２０２の先端部を可動部材５の突出部５
１が受け止める。
【００４９】
　第２のメモリカード２０２の先端部を第１の凹部１１に挿入することもできるが、第２
のメモリカード２０２の先端部が突出部５１に突き当たり、それ以上の挿入は阻止される
ので、使用者は第２のメモリカード２０２を挿入すべき位置を間違えたことに直ちに気付
く。
【００５０】
　第１のメモリカード２０１の底面部には切欠き２０１ａが形成されている（図１０参照
）ので、第１のメモリカード２０１の両側部はカバー部材４とキー１４ａとの間の隙間１
５に入り、ロックばね部５２の接触部５２ｂを押し上げて鉤部５２ａを孔部４２から離し
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、カバー部材４に対する可動部材５の連結状態を解除することができる。これに対し、第
２のメモリカード２０２の底面部には切欠きが形成されていないので、第２のメモリカー
ド２０２の両側部はカバー部材４とキー１４ａとの間の隙間１５に入ることができない。
したがって、第２のメモリカード２０２の先端部を第１の凹部１１に挿入しても、第２の
メモリカード２０２はロックばね部５２の接触部５２ｂを押し上げることができないので
、第２のメモリカード２０２のそれ以上の挿入は突出部５１によって阻止される。
【００５１】
　第１の凹部１１に挿入された第１のメモリカード２０１を排出するには、第１のメモリ
カード２０１を挿入方向ＤＩへ指で押し込む。そうすると、イジェクトバー１７１が第１
のメモリカード２０１に押されてハウジング１の収容部１３の奥まで後退し、イジェクト
バー１７１のロック状態が解除される。第１のメモリカード２０１から指を離すと、イジ
ェクト機構１７の付勢部材の付勢力によってイジェクトバー１７１がもとの位置に戻る。
そのとき、イジェクトバー１７１の第１の突当て部１７１ａによって第１のメモリカード
２０１が押し出される。
【００５２】
　同様に、第２の凹部１２に挿入された第２のメモリカード２０２を排出するときも、第
１のメモリカード２０１を排出するときと同様の操作を行えばよい。第２のメモリカード
２０２はイジェクトバー１７１の第２の突当て部１７１ｂによって押し出される。
【００５３】
　この実施形態によれば、第１のメモリカード２０１や第２のメモリカード２０２をハウ
ジング１に斜めに挿入しても、下方へ移動しようとする第１のメモリカード２０１や第２
のメモリカード２０２の先端部をハウジング１の第１の凹部１１や第２の凹部１２の底面
１１ａ，１２ａが受け止めるので、長期に亘って使用しても、第１のメモリカード２０１
や第２のメモリカード２０２の挿入が困難になりにくい。更に、従来のカードコネクタの
変形しやすいセレクタ７を不要にすることができる。
【００５４】
　また、第２の凹部１２の底面１２ａにコンタクト９１の接触部９１ａ，９２ａを配置し
、
接触部９１ａ，９２ａの高さの値を第２の凹部１２の深さの値よりも小さくしたので、第
１のメモリカード２０１を第１の凹部１１に挿入したときに、第１のメモリカード２０１
が接触部９１ａ，９２ａに接触しないので、接触部９１ａ，９２ａを保護することができ
る。
【００５５】
　なお、付勢部材としてはコイルばね６に限られない。
【００５６】
　また、連結手段３１はロックばね部５２と孔部４２，４５とで構成されるものに限られ
ない。
【００５７】
　なお、上述の実施形態の変形例として、例えば、カバー部材４にカム孔部を設け、可動
部材５に突起部を設けて、運動変換手段３２を構成してもよい。
【符号の説明】
【００５８】
　１：ハウジング、１１：第１の凹部、１１ａ：底面、１１ｂ：ガイド面、１２：第２の
凹部、１２ａ：底面、１２ｂ：ガイド面、１３：収容部、１４：左側壁部、１４ａ：キー
、１５：隙間、３：カード選別手段、３１：連結手段、３２：運動変換手段、４：カバー
部材、４１：窓、４２：孔部、４３：突起部、４４：引掛け部、４５：孔部、５：可動部
材、５１：突出部、５１ａ：傾斜面、５２：ロックばね部、５２ａ：鉤部、５２ｂ：接触
部、５２ｃ：ばね部、５３：カム孔部、５４：引掛け部、６：コイルばね（付勢部材）、
８１：コンタクト、８１ａ：接触部、８２：コンタクト、８２ａ：接触部、８３：コンタ
クト、８３ａ：接触部、９１：コンタクト、９１ａ：接触部、９２：コンタクト、９２ａ
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：接触部、１７：イジェクト機構、１７１：イジェクトバー、１７１ａ：第１の突当て部
、１７１ｂ：第２の突当て部、１００：コネクタ、２０１：第１のメモリカード（第１の
カード型電子部品）、２０１ａ：切欠き、２０２：第２のメモリカード（第２のカード型
電子部品）、ＤＨ：高さ方向、ＤＩ：カード挿入方向、ＤＷ：幅方向。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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【図２４】 【図２５】

【図２６】 【図２７】
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【図２８】 【図２９】

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月25日(2011.4.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載のコネクタにおいて、前記カード選別手段が、前
記第１の凹部を覆うように前記ハウジングに装着されたカバー部材と、前記カバー部材に
形成された窓を通じて前記第１の凹部に突出し、前記第２の凹部に挿入された前記第２の
カード型電子部品の上方への動きを阻止するとともに前記第２のカード型電子部品の前記
第１の凹部への挿入を阻止する突出部を有し、前記カード挿入方向及び前記高さ方向へ移
動可能に前記カバー部材に装着された可動部材と、前記カバー部材に対して前記可動部材
が前記カード挿入方向へ移動したとき、前記可動部材をカード排出方向へ付勢する付勢部
材と、前記カバー部材と前記可動部材とを連結し、前記第１のカード型電子部品の先端部
が前記第１の凹部に挿入されたとき前記カバー部材と前記可動部材との連結が解除されて
前記可動部材の移動を可能にする連結手段と、前記カバー部材と前記可動部材との連結が
解除されて前記第１のカード型電子部品が前記突出部に突き当たり、前記可動部材が前記
第１のカード型電子部品とともに前記カード挿入方向へ移動するとき、前記可動部材の前
記カード挿入方向の動きを上方への動きに変換して、前記可動部材を上方へ移動させる運
動変換手段とで構成されていることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記カード選別手段が、
　前記第１の凹部を覆うように前記ハウジングに装着されたカバー部材と、
　前記カバー部材に形成された窓を通じて前記第１の凹部に突出し、前記第２の凹部に挿
入された前記第２のカード型電子部品の上方への動きを阻止するとともに前記第２のカー
ド型電子部品の前記第１の凹部への挿入を阻止する突出部を有し、前記カード挿入方向及
び前記高さ方向へ移動可能に前記カバー部材に装着された可動部材と、
　前記カバー部材に対して前記可動部材が前記カード挿入方向へ移動したとき、前記可動
部材をカード排出方向へ付勢する付勢部材と、
　前記カバー部材と前記可動部材とを連結し、前記第１のカード型電子部品の先端部が前
記第１の凹部に挿入されたとき前記カバー部材と前記可動部材との連結が解除されて前記
可動部材の移動を可能にする連結手段と、
　前記カバー部材と前記可動部材との連結が解除されて前記第１のカード型電子部品が前
記突出部に突き当たり、前記可動部材が前記第１のカード型電子部品とともに前記カード
挿入方向へ移動するとき、前記可動部材の前記カード挿入方向の動きを上方への動きに変
換して、前記可動部材を上方へ移動させる運動変換手段と
　で構成されていることを特徴とする請求項１記載のコネクタ。
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